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地中連続壁 の造り直しも
含めて、もう一度検討していただきたい

お変わりありませんか？
暑い日が続き、みなさまが適度に涼むことができておられるのか心配です。「熱中症特別警戒アラート」が新たに創設され、村では
クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）として、公共施設の一部を指定しています。役場や各コミセン、絆、アイヴィル、図書館
など、村公式ホームページ https://www.vill.tokai.ibaraki.jp/soshikikarasagasu/somminseikatsubu/kankyoseisakuka/1/1/4/
9759.html で詳細お知らせされていますので、ご案内いたします。シェルターをご利用の際、交通手段のない方はぜひご連絡ください。
さて、6月議会は20日、閉会しました。審議が行われた議案は16件でした。 賛成できなかった議案としては、①緊急保育所（こ

の3月まで須和間幼稚園だった施設）開所に向けた給食調理業務の民間委託 ②現行の健康保険証が１２月２日に廃止さ
れることに伴って、後期高齢者医療保険証も無くなることを前提とした広域連合規約の一部変更に関する協議についての２件で
した。

鋼製防護壁基礎を構築中に確認された不具合に関する経緯（原電発）

＜原電公表の図から＞ 鋼製防護壁とは？地下に建設中の地中連続壁基礎の位置
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えっ！報告義務なし？
それこそ問題！



【福祉部⾧の答弁】
①今年度発行の国民健康保険証は、来年７月末日まで有効。

②マイナ保険証を持たない人は、後日村から交付される「資格確認

書」を医療機関に提示することで、これまで同様に保険診療を受け

ることができる（更新の際は現時点では手続が必要）。

③本村のマイナ保険証の登録率は、国保加入者の今年４月時点で

57.3％。利用率は今年３月の実績値で10.5％。利用におけるトラブ

ル等の発生事例は、現在のところ聞いていない。

④医療機関や薬局がマイナ保険証利用を促しているのは、厚労省

が、5月～7月をマイナ保険証利用促進の「集中取組月間」と位置

付け、利用人数増加に応じて病院には最大20万円、診療所・薬局

には最大10万円の一時金を支給することにしていることによると思

われる。

⑤資格確認書の有効期限は、保険証同様に7月末を有効期限とし

た１年ごとの交付。発行の期限は現時点では設けられていない。

⑥マイナ保険証登録の取り消しは、現時点ではできないが、今年10

月末頃を目途に利用登録の解除を希望する人は、資格確認書の

申請を条件として、解除の手続きを行うことができる。

⑦現行保険証の廃止後、マイナ保険証を持たない被保険者が不

安にならないよう工夫して周知に取りくむ。

【大名】工事不良について公表が遅れた要因の1つには、「大

変な事態となったが協定上報告対象ではない。公表せず、何と

か工事を進めよう」とした原電の自治体や住民の安全への思い

に至らない思想の問題が本工事においてもあると言えるのでは

ないか。稼働45年を過ぎて特に危険が大きい東海第二原発を動

かそうとする資格は、もはや原電には無いのではないか。

【村長】厳重注意で事業者の「組織風土」に言及したのは、事

業活動全般への防火意識の不足を感じたため。一方、安全性向

上対策工事については、特に鋼製防護壁基礎部の状況や補強工

事の内容にも注目が集まっていることから、事業者に対し安全

管理の徹底や、不測の事態の際の適切な公表についてもしっか

り対応を求めた。なお、本件基礎工事については、原子力規制

委員会で審査が行われていること、また、“高経年化原子炉に

係る安全性確保のための制度 ”が見直され、東海第二発電所

も、新制度への対応が求められると認識し、その状況も踏まえ

た上で事業者の取組をしっかりと確認し、村として適切に対応

したい。

【大名】こうした状況下、適切な対応とは村長が「再稼働すべ

きでない」との意思を明確に伝えること。

元須和間幼稚園


